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よ
く
ご
検
討
の
う
え
で
、
ご
活
用
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。。

　
電
気
・
ガ
ス
料
金
は
減
少
傾
向
も

激
変
緩
和
措
置
終
了
の
影
響
は
今
後
に

　　

電
気
・
ガ
ス
料
金
の
状
況
に
つ
い
て
も
調

査
し
ま
し
た
。
１
床
当
た
り
の
電
気
料
金
を

み
る
と
、
２
０
０
床
以
上
３
０
０
床
未
満
ま

で
は
病
床
規
模
が
大
き
く
な
る
ほ
ど
電
気
料

金
は
低
く
な
り
、
３
０
０
床
以
上
は
高
く
な

る
傾
向
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
１
０
０
床
未

満
は
18
万
９
０
０
０
円
だ
っ
た
の
に
対
し
、

４
０
０
床
以
上
は
28
万
５
０
０
０
円
と
１
・

５
倍
の
差
が
あ
り
ま
し
た
。
１
床
当
た
り
ガ

ス
料
金
は
２
０
０
床
以
上
３
０
０
床
未
満
が

２
万
円
と
最
も
低
い
も
の
の
、
電
気
料
金
と

同
様
に
、
病
床
規
模
が
大
き
く
な
る
ほ
ど
概

ね
高
く
な
る
傾
向
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

１
０
０
床
未
満
が
３
万
１
０
０
０
円
だ
っ
た

の
に
対
し
、
４
０
０
床
以
上
は
８
万
２
０
０

０
円
と
２
倍
以
上
の
差
が
あ
り
ま
し
た
。

　

電
気
・
ガ
ス
料
金
の
23
年
度
上
半
期
と
前

年
同
期
比
の
変
化
幅
を
見
る
と
、
電
気
料
金

以
上
に
も
回
答
病
院
の
ピ
ー
ク
が
あ
り
ま
し

た
。
当
機
構
が
公
表
し
た
「
22
年
度
病
院
の

経
営
状
況
に
つ
い
て
」
で
は
、
22
年
度
の
一

般
病
院
の
医
業
利
益
率
は
マ
イ
ナ
ス
１
・
１

％
だ
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
紹
介
手
数

料
が
経
営
に
与
え
る
影
響
の
大
き
さ
が
示
唆

さ
れ
て
い
ま
す
。
現
状
の
医
業
利
益
率
の
水

準
を
見
る
と
、
こ
こ
の
負
担
が
な
け
れ
ば
黒

字
に
な
っ
て
い
た
と
い
う
病
院
も
あ
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

22
年
度
中
に
利
用
し
た
人
材
紹
介
会
社
の

サ
ー
ビ
ス
満
足
度
に
つ
い
て
は
、
紹
介
の
迅

速
さ
は
「
と
て
も
満
足
」「
や
や
満
足
」
と

回
答
し
た
病
院
が
計
70
・
８
％
と
な
っ
て
い

ま
す
。
急
な
退
職
な
ど
で
職
員
の
確
保
を
急

ぐ
場
合
に
は
、
人
材
紹
介
会
社
の
利
用
は
有

効
な
選
択
肢
と
な
っ
て
い
る
様
子
が
う
か
が

え
ま
す
。

　

一
方
、紹
介
手
数
料
は
、「
や
や
不
満
」「
と

て
も
不
満
」
と
の
回
答
の
割
合
が
計
82
・
０

　

常
勤
職
員
の
紹
介
手
数
料
の
分
布
は
、
医

師
で
30
万
〜
５
８
７
万
円
で
、
他
職
種
に
比

べ
て
ば
ら
つ
き
が
大
き
い
こ
と
が
分
か
り
ま

し
た
。
ま
た
東
京
都
と
東
京
都
以
外
の
紹
介

手
数
料
の
中
央
値
を
比
較
す
る
と
、
看
護
師

と
事
務
職
は
東
京
都
の
ほ
う
が
高
い
傾
向
を

示
し
て
い
る
一
方
、
そ
れ
以
外
の
職
種
で
は

東
京
都
以
外
の
ほ
う
が
高
い
ま
た
は
同
水
準

で
、
ば
ら
つ
き
も
ま
ち
ま
ち
で
し
た
。

　

職
員
数
の
割
合
が
他
職
種
に
比
べ
て
高
く

な
る
看
護
師
に
つ
い
て
、
紹
介
手
数
料
の
中

央
値
を
み
る
と
、
東
京
都
が
１
０
０
万
円
、

都
以
外
が
90
万
円
、
最
低
値
が
そ
れ
ぞ
れ
63

万
円
、
50
万
円
と
、
東
京
都
の
ほ
う
が
高
い

傾
向
が
見
ら
れ
ま
す
。
た
だ
、
最
高
値
は
そ

れ
ぞ
れ
１
２
３
万
円
、
１
３
０
万
円
と
な
っ

て
お
り
、
地
方
に
お
い
て
も
か
な
り
不
足
し

て
い
る
地
域
が
あ
り
、
そ
の
場
合
は
あ
る
程

度
高
い
紹
介
手
数
料
で
も
急
い
で
集
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
事
情
が
あ
る
と
推
測
で
き
ま

す
。

　
紹
介
手
数
料
の
総
額
割
合
は

平
均
１
・
16
％
と
負
担
感
が
顕
著

　　

医
業
収
益
に
対
す
る
紹
介
手
数
料
総
額
の

割
合
は
、
平
均
１
・
16
％
で
し
た
が
、
２
％

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（
以
下
、

コ
ロ
ナ
）
が
２
０
２
３
年
５
月
８
日
か
ら
感

染
症
法
上
の
５
類
に
移
行
し
、「
w
i
t
h

コ
ロ
ナ
」
か
ら
「
a
f
t
e
r
コ
ロ
ナ
」
に

歩
み
始
め
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
状
況
の
な

か
、
コ
ロ
ナ
が
東
京
都
内
の
病
院
経
営
へ
及

ぼ
し
て
い
る
影
響
を
把
握
す
る
た
め
、
20
年

度
か
ら
経
営
状
況
に
関
す
る
調
査
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
21
年
度
は
行
政
に
よ
る
補
助
金

等
経
営
支
援
策
、
22
年
度
は
燃
料
価
格
お
よ

び
物
価
高
騰
等
の
病
院
へ
の
影
響
を
調
査
し

ま
し
た
。

　

23
年
度
も
引
き
続
き
経
営
状
況
の
調
査
を

実
施
す
る
こ
と
で
経
年
比
較
す
る
と
と
も

に
、
人
材
紹
介
会
社
の
利
用
状
況
と
物
価
高

騰
の
病
院
経
営
に
対
す
る
影
響
に
つ
い
て
も

調
査
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
調
査
に
回
答
い
た
だ
い
た
病
院
の

属
性
は
次
の
通
り
で
す
。

対
象
：
都
内
６
３
６
病
院

回
答
：
１
２
９
病
院
（
20
・
３
％
）

開
設
主
体
：
医
療
法
人
59
・
７
％
、
国
立
・

公
立
12
・
４
％
、
大
学
病
院
７
・
８
％
、
一

般
社
団・財
団
６・２
％
、社
会
福
祉
法
人
５
・

４
％
、
そ
の
他
８
・
５
％

病
床
数
：
１
０
０
床
未
満
25
・
６
％

１
０
０
床
以
上
２
０
０
床
未
満
30
・
２
％

２
０
０
床
以
上
３
０
０
床
未
満
10
・
９
％

３
０
０
床
以
上
４
０
０
床
未
満
10
・
１
％

４
０
０
床
以
上
23
・
３
％

　
常
勤
看
護
師
の
紹
介
手
数
料

東
京
都
の
高
さ
が
見
ら
れ
る

　　

人
材
紹
介
会
社
の
利
用
状
況
の
調
査
を
実

施
し
た
理
由
と
し
て
は
、
少
子
高
齢
化
の
進

展
と
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
を
背
景
に
、
医

療
分
野
の
人
材
不
足
は
他
産
業
と
比
べ
て
も

顕
著
に
な
っ
て
い
る
と
の
認
識
が
あ
り
ま
し

た
。実
際
に
有
効
求
人
倍
率
な
ど
を
見
て
も
、

医
師
や
薬
剤
師
な
ど
は
全
体
平
均
を
大
き
く

当
協
会
は
令
和
５
年
度
東
京
都
医
師
会
調
査
研
究
委
託
事
業
報
告
書
「
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
下
に
お
け
る
東
京
都
内
病
院
の
運
営
状
況
〜
人
材
紹
介
会
社

の
紹
介
手
数
料
の
状
況
も
含
め
て
〜
」
を
公
表
し
た
。
協
力
機
関
で
あ
る
独
立
行

政
法
人
福
祉
医
療
機
構
経
営
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー 

リ
サ
ー
チ
グ
ル
ー
プ
の
解
説
を

お
届
け
す
る
。

上
回
っ
て
い
ま
す
。
人
材
紹
介
会
社
の
利
用

は
、
人
材
不
足
の
解
消
に
有
効
な
手
段
の
一

つ
で
あ
る
一
方
、
高
額
な
紹
介
手
数
料
や
低

い
定
着
率
な
ど
が
問
題
視
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
ら
の
実
態
を
把
握
す
る
こ
と
も
狙
い
と

し
て
い
ま
す
。

　

利
用
状
況
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
84
・
３

％
が
「
利
用
し
た
こ
と
が
あ
る
」
と
回
答
し
、

大
学
病
院
を
除
く
と
そ
の
割
合
は
89
・
７
％

と
な
り
ま
し
た
。
利
用
し
た
こ
と
が
あ
る
と

回
答
し
た
病
院
の
う
ち
、
22
年
度
に
利
用
し

た
病
院
は
85
・
０
％
で
、
こ
れ
は
当
機
構
が

実
施
し
た
「
病
院
経
営
動
向
調
査
（
23
年
12

月
実
施
）」
で
「
22
年
度
に
利
用
し
た
」
と

回
答
し
た
病
院
の
全
国
平
均
が
65
・
６
％
だ

っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
都
内
の
病
院
は

利
用
率
が
高
い
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

職
種
別
常
勤
職
員
の
利
用
状
況
は
、
看
護

師
が
60
・
５
％
、
看
護
補
助
者
が
29
・
４
％
、

医
師
が
24
・
４
％
、
薬
剤
師
が
18
・
５
％
な

ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。
平
均
手
数
料
は
医
師

が
３
３
５
・
９
万
円
と
最
も
高
く
、
平
均
手

数
料
設
定
は
Ｐ
Ｓ
Ｗ
の
13
・
８
％
を
除
く
と

ほ
と
ん
ど
の
職
種
が
年
収
の
20
％
前
後
で
設

定
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

看
護
補
助
者
は
介
護
職
が
担
っ
て
い
る
こ

と
が
多
い
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
介
護
職
員
の

人
材
確
保
に
つ
い
て
は
当
機
構
の
別
調
査
で

も「
人
材
が
不
足
し
て
い
る
」「
確
保
が
困
難
」

と
い
っ
た
回
答
の
割
合
が
年
々
増
え
て
い
ま

す
。
加
え
て
、
介
護
報
酬
で
は
処
遇
改
善
に

向
け
た
加
算
が
用
意
さ
れ
て
お
り
、
介
護
に

特
化
し
た
施
設
に
つ
い
て
は
処
遇
改
善
を
進

め
ら
れ
る
一
方
、
医
療
施
設
で
看
護
補
助
者

と
し
て
採
用
し
た
場
合
に
は
、
他
職
種
と
の

バ
ラ
ン
ス
な
ど
で
算
定
で
き
な
い
と
い
っ
た

ケ
ー
ス
も
う
か
が
っ
て
お
り
、
そ
う
い
っ
た

面
で
も
苦
慮
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
下
に
お
け
る

東
京
都
内
病
院
の
運
営
状
況

〜
人
材
紹
介
会
社
の
紹
介
手
数
料
の
状
況
も
含
め
て
〜

％
、
保
証
期
間
・
返
戻
保
証
率
に
つ
い
て
の

「
や
や
不
満
」「
と
て
も
不
満
」
は
計
80
・
８

％
に
達
し
ま
し
た
。
人
材
紹
介
会
社
を
選
ぶ

う
え
で
最
も
重
視
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、「
紹

介
さ
れ
る
人
材
の
質
」
が
53
・
３
％
、「
紹

介
手
数
料
」
が
25
・７
％
、「
紹
介
の
迅
速
さ
」

が
13
・
３
％
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
紹

介
手
数
料
の
重
要
性
は
高
く
、
需
要
側
と
供

給
側
の
双
方
が
適
切
と
感
じ
る
紹
介
手
数
料

の
水
準
に
す
る
こ
と
は
、
優
先
度
の
高
い
取

り
組
み
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

今
後
の
人
材
紹
介
会
社
の
利
用
予
定
を
確

認
し
た
と
こ
ろ
、「
必
要
が
あ
れ
ば
利
用
し

た
い
」
と
の
回
答
が
61
・５
％
で
し
た
が
、「
あ

ま
り
利
用
し
た
く
な
い
」
が
27
・
４
％
、「
利

用
し
た
く
な
い
」
も
４
・
３
％
で
し
た
。

　

人
材
紹
介
会
社
に
つ
い
て
は
、
東
京
都
は

地
方
に
比
べ
、
あ
る
程
度
、
選
択
肢
が
多
く

あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
ど
の
紹
介
会
社
を
選

択
す
る
か
、
利
用
す
る
側
の
視
点
を
も
っ
て

で
は
全
体
的
に
減
少
し
た
と
の
回
答
が
や
や

多
く
、
ガ
ス
料
金
で
は
減
少
し
た
と
の
回
答

が
多
く
を
占
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
い
ず
れ

も
電
気
・
ガ
ス
価
格
激
変
緩
和
対
策
事
業
の

影
響
が
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
同
事
業
は
24
年

５
月
分
で
終
了
し
た
こ
と
か
ら
、
今
後
、
増

加
に
転
ず
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
赤
字
病
院
の
割
合
が

23
年
度
上
期
、
49
・
２
％

　　

21
年
度
上
半
期
か
ら
23
年
度
上
半
期
ま
で

の
経
営
状
況
に
つ
い
て
も
調
査
し
て
い
ま

す
。
特
に
注
視
す
べ
き
状
況
と
し
て
、
赤
字

病
院
の
割
合
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
回
答
全
体

で
23
年
度
上
半
期
が
49
・
２
％
で
、
21
年
度

上
半
期
よ
り
も
20
ポ
イ
ン
ト
以
上
上
昇
し
て

お
り
、
す
べ
て
の
病
院
類
型
で
悪
化
傾
向
に

あ
り
ま
す
。
特
に
一
般
病
院
は
赤
字
割
合
が

51
・
６
％
と
半
数
以
上
が
赤
字
で
あ
り
、
厳

し
い
経
営
状
況
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え

ま
す
。
一
因
と
し
て
、
物
価
高
騰
な
ど
の
費

用
面
の
圧
迫
や
、
コ
ロ
ナ
関
連
補
助
金
の
縮

小
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

１ パスワードの役割と危険性
　パスワードは、私たちがインターネットサービ
ス等を利用する際、正当な利用者であることを証
明する「鍵」のような存在です。様々なオンライン
サービスを利用するために欠かせない機能です
が、パスワード管理に不備があると、私たちが利
用するサービスや職場のシステムが、サイバー攻
撃者から不正にアクセスされる原因になります。
　文字を一文字ずつ入れ替えて全てのパターンを
試してくる「総当たり攻撃」、頻繁に使われる語句
を片っ端から入力する「辞書攻撃」、過去に漏洩
したパスワードリストを悪用する「リスト型攻撃」
など、様々な攻撃手法が存在しており、その脅威
は高まっています。

２ パスワードの安全性を高めるために
　パスワードの安全を確保するには、パスワード
そのものを強化する方法と、パスワード管理を改
善する方法があります。
　パスワードそのものを強化する場合は、パスワ

   定期コラム

サイバーセキュリティ対策最新報告
第８回「パスワード管理の重要性」

ードに使用する文字列の種類と桁数が重要です。
文字だけでなく数字や記号も組み合わせた、可能
な限り長く複雑なパスワードを設定することで安
全性は向上します。十分に長いパスワードであれ
ば、たとえ攻撃者が高性能なパソコンを使用して
も、短時間で解析することは困難です。
　パスワード管理を改善する要点は、「漏えいの
防止」です。特に、同一パスワードの「使い回し」
や、他人との「共有」は避けましょう。
　複数のサービスで同じ組み合わせのIDとパスワ
ードを設定した場合、それが漏えいしてしまうと、
他のサービスでも攻撃者がログイン可能になって
しまいます。万一の場合でも被害を最小化できる
ように、パスワードはサービスごとに個別に設定
することが重要です。
　複数人で同一パスワードを共有することは、さ
らに危険です。過去に発生した大規模医療機関を
標的としたサイバー攻撃において、被害発生の原
因のひとつが、「病院内で使用していたサーバー
や端末のパスワードが全て共通だった」という事
例があります。パスワードの共有はシステム全体

のセキュリティを低下させ、サイバー攻撃による
被害を拡大させる大きな要因となります。

３ 多要素認証の活用
　パスワードの安全性を高めるために、多要素認
証の活用も有効です。これはパスワードの設定
に、①指紋、顔などの生体認証、②スマートフォ
ン、USBキーなどの所持品認証、③パスワードな
どの知識認証を複数組み合わせることでセキュリ
ティを向上させる手法で、様々なサービスで利用
が進んでいます。特に生体情報は攻撃者にとって
複製や窃取が難しいものであり、セキュリティ強
化が期待できます。

４ おわりに
　近年、サイバー攻撃は増加しており、日本の医
療機関もその標的となっています。多くのサービ
スがオンラインで提供される情報化社会におい
て、パスワード管理はセキュリティ対策の第一歩
です。適切な管理を通じて、サイバー攻撃の被害
防止に努めてください。

警視庁サイバーセキュリティ対策本部対策第二担当
☎03-3581-4321（内線7861－2231から2235)
午前9時～午後5時

心
に
メ
モ
を
と
っ
て
い
た
。

　

最
後
に
、
東
京
都
病
院
協
会
事
務
管
理
部

会
が
運
営
し
、
日
々
の
業
務
に
関
し
て
さ
ま

ざ
ま
な
相
談
を
受
け
付
け
る
グ
ル
ー
プ
チ
ャ

ッ
ト
「
Ｍ
Ｃ
Ｓ
」
に
つ
い
て
事
務
局
が
説
明

し
、
積
極
的
な
登
録
・
参
加
を
呼
び
か
け
た
。

医
療
事
務
担
当
者
会
は
今
後
も
定
期
的
に
開

催
を
予
定
し
て
い
る
。

　

冒
頭
、
事
務
管
理
部
会
長
を
務
め
る
医
療

法
人
社
団
永
生
会
法
人
本
部
の
田
野
倉
浩
治

本
部
長
が
「
以
前
は
３
、
４
カ
月
に
１
回
ほ

ど
の
頻
度
で
開
催
し
て
い
た
当
会
を
再
び
開

催
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
診
療
報
酬

改
定
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
と
こ
ろ
か
ら

情
報
が
発
出
さ
れ
、
一
人
で
は
対
応
に
苦
慮

す
る
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
横
の
つ
な

が
り
を
つ
く
り
、
知
見
を
共
有
す
る
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
ぜ
ひ
構
築
し
て
く
だ
さ
い
」
と
あ

い
さ
つ
し
た
。

　

続
い
て
、
参
加
し
た
各
病
院
の
担
当
者
に

よ
る
自
己
紹
介
や
近
況
報
告
、
意
見
交
換
が

行
わ
れ
た
。
今
回
の
診
療
報
酬
改
定
で
新
設

さ
れ
た
地
域
包
括
医
療
病
棟
へ
の
切
り
替
え

を
検
討
し
て
い
る
こ
と
や
、
各
病
棟
で
定
期

的
に
開
く
会
議
に
医
事
課
職
員
も
出
席
し
、

施
設
基
準
な
ど
の
把
握
に
努
め
て
い
る
取
り

組
み
な
ど
が
報
告
さ
れ
た
。
人
材
確
保
に
苦

労
し
て
い
る
こ
と
や
、
思
う
よ
う
に
D
Ｘ
が

進
ま
な
い
な
ど
、
率
直
な
胸
の
内
を
明
か
す

担
当
者
も
い
た
。

　

こ
の
後
、
診
療
報
酬
改
定
に
関
す
る
質
疑

応
答
、
情
報
交
換
が
行
わ
れ
、
担
当
者
は
熱

　

ま
た
当
機
構
が
７
月
９
日
に
公
表
し
た

「
病
院
経
営
動
向
調
査
（
24
年
6
月
実
施
）」

に
よ
る
と
、
23
年
度
に
お
け
る
全
国
の
一
般

病
院
の
赤
字
病
院
割
合
は
39
・
８
％
で
し
た
。

当
該
調
査
の
回
答
病
院
数
が
１
１
８
施
設
で

あ
る
こ
と
や
時
点
を
踏
ま
え
る
と
同
列
で
比

較
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
東

京
都
に
所
在
す
る
病
院
の
経
営
状
況
の
厳
し

さ
が
顕
著
で
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

23
年
度
の
経
営
見
通
し
に
つ
い
て
も
「
増

収
増
益
」
と
回
答
し
た
割
合
は
全
体
で
16
・

３
％
に
と
ど
ま
っ
た
一
方
、「
減
収
減
益
」

と
回
答
し
た
割
合
は
51
・
９
％
と
過
半
を
示

し
ま
し
た
。
背
景
と
し
て
は
、
病
床
確
保
料

や
診
療
報
酬
の
特
例
が
見
直
さ
れ
た
こ
と
や

物
価
高
騰
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
あ
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

※

　

大
変
ご
多
忙
な
状
況
の
な
か
、
調
査
に
ご

協
力
い
た
だ
い
た
病
院
の
皆
様
の
お
か
げ
で

本
報
告
書
を
取
り
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

東
京
都
病
院
協
会
の
医
療
事
務
担
当
者
会
が
5
月
17
日
、
東
京
都
医
師
会
館
で
25
病

院
の
担
当
者
ら
が
出
席
し
て
開
か
れ
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に

よ
る
中
断
を
は
さ
み
、
久
々
の
開
催
。
日
々
の
病
院
運
営
な
ど
に
つ
い
て
活
発
に
意

見
が
交
わ
さ
れ
た
ほ
か
、
２
０
２
４
年
度
診
療
報
酬
改
定
に
つ
い
て
情
報
交
換
し
た
。

医
療
事
務
担
当
者
会
で

活
発
な
意
見
・
情
報
交
換

活
動
レ
ポ
ー
ト

案
内
の
詳
細
は

こ
ち
ら
の

Q
R
コ
ー
ド
か
ら
！

運
営
ル
ー
ル
詳
細
は

こ
ち
ら
の

Q
R
コ
ー
ド
か
ら
！

非公開SNS「日々の業務に関する質問」
グループのご案内

会員病院の皆様からのご質問に、事務管理部会役員が
回答いたします。ご参加希望の方は、下記QRコードの案
内文、運用ルールをご確認のうえ、お申し込みください。

独
立
行
政
法
人
福
祉
医
療
機
構
経
営
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

リ
サ
ー
チ
グ
ル
ー
プ
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病
院
で
穏
や
か
な
雰
囲
気
を
強
調
し
す
ぎ
た

り
、
患
者
に
寄
り
添
う
看
護
が
特
徴
で
あ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
医
療
設
備
ば
か
り
掲
載
さ

れ
て
い
た
り
と
い
っ
た
、「
自
院
ら
し
さ
」

と
載
せ
て
い
る
内
容
に
差
異
が
生
じ
る
と
、

ミ
ス
マ
ッ
チ
に
つ
な
が
り
や
す
い
と
い
う
考

え
を
示
し
た
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
内
容
と
業

務
の
内
容
に
違
い
が
あ
り
す
ぎ
、
離
職
者
の

続
出
に
つ
な
が
っ
た
例
も
紹
介
し
た
。

　

具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
は
、
あ
る
病
院

の
例
を
出
し
た
。看
護
部
長
が
大
変
明
る
く
、

看
護
職
の
人
望
も
厚
い
人
物
で
、
ま
た
奨
学

金
制
度
も
充
実
し
て
い
た
と
い
う
。
岩
下
氏

が
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
た
と
こ
ろ
、
実
際
に
勤
務

す
る
看
護
師
か
ら
は
「
雰
囲
気
の
良
い
職
場

で
奨
学
金
制
度
も
あ
る
の
で
本
当
に
あ
り
が

た
い
」
と
い
う
声
が
出
て
い
た
と
い
う
。
と

こ
ろ
が
、
そ
う
し
た
点
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
は
伝
わ
り
に
く
か
っ
た
。
そ
こ
で
看
護
部

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
載
せ
る
看
護
部
長
の
挨

拶
を
毎
年
更
新
し
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
発
信
を

強
化
し
、
奨
学
金
制
度
の
説
明
に
つ
い
て
も

利
用
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
高
校
生
が
す

ぐ
に
理
解
で
き
る
よ
う
、
文
章
だ
け
で
な
く

図
な
ど
も
入
れ
て
わ
か
り
や
す
く
し
た
と
い

う
。
こ
れ
に
よ
っ
て
ア
ク
セ
ス
数
は
急
増
、

問
い
合
わ
せ
や
病
院
見
学
の
申
し
込
み
に
つ

な
が
る
と
い
っ
た
成
果
が
出
た
。

　
「
ラ
イ
ブ
感
」
の
打
ち
出
し
方
も
説
明
し

た
。「
ラ
イ
ブ
感
」
と
は
現
場
で
従
事
す
る

ス
タ
ッ
フ
の
声
や
職
場
の
雰
囲
気
が
イ
メ
ー

ジ
し
や
す
い
内
容
と
い
う
意
味
で
、「
福
利

厚
生
や
給
与
よ
り
も
関
心
が
高
い
の
で
は
な

い
か
」
と
の
見
方
を
示
し
た
。
そ
の
方
策
と

し
て
看
護
師
の
日
常
の
仕
事
ぶ
り
や
オ
フ
タ

イ
ム
の
様
子
を
載
せ
る
、
患
者
と
の
や
り
取

り
も
、
患
者
の
個
人
情
報
に
は
十
分
留
意
す

る
必
要
が
あ
る
と
し
つ
つ
、
文
章
化
し
て
載

せ
る
案
を
示
し
た
。
患
者
と
の
や
り
と
り
や

エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
は
看
護
師
に
と
っ
て
関
心

が
高
く
、
長
い
文
章
で
あ
っ
て
も
ア
ク
セ
ス

数
は
高
い
傾
向
が
あ
る
か
ら
だ
。「
自
分
が

こ
の
病
院
で
働
い
た
ら
ど
う
な
る
か
」
を
想

起
し
、
職
場
に
共
感
で
き
る
内
容
を
充
実
さ

せ
る
こ
と
が
重
要
と
強
調
し
た
。

　

ア
ク
セ
ス
数
を
増
や
す
取
り
組
み
に
つ
い

て
は
、
人
材
紹
介
会
社
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

更
新
し
た
こ
と
を
伝
え
た
り
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
す
ぐ
閲
覧
で
き
る
Q
R
コ
ー
ド
を
載
せ

た
チ
ラ
シ
を
高
校
で
配
布
し
た
り
と
い
っ
た

例
を
紹
介
し
た
。「
す
ぐ
に
検
索
サ
イ
ト
で

検
索
さ
れ
て
、
ア
ク
セ
ス
数
が
突
然
上
が
る

と
い
っ
た
こ
と
は
難
し
い
。
地
道
な
活
動
が

重
要
」
と
述
べ
た
。

　

ま
た
定
期
的
な
情
報
更
新
も
重
要
だ
が
、

特
定
の
ス
タ
ッ
フ
に
負
担
が
か
か
ら
な
い
よ

う
留
意
す
る
こ
と
も
強
調
し
た
。
一
般
的
な

ケ
ー
ス
と
し
て
、
各
病
棟
の
持
ち
回
り
制
に

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
病
棟
の
な
か
か
ら
書
く
こ

と
に
抵
抗
の
少
な
い
ス
タ
ッ
フ
を
選
ん
で
も

ら
う
こ
と
も
工
夫
の
一
つ
と
し
て
挙
げ
た
。

　

竹
川
勝
治
委
員
長
は
「
若
い
世
代
は
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
で
情
報
を
得
る
こ
と
が
当
た
り

前
に
な
っ
て
い
る
。
地
域
で
の
つ
な
が
り
は

重
要
だ
が
、
新
し
い
潮
流
に
も
目
を
向
け
、

取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
」と
述
べ
た
。

よ
く
ご
検
討
の
う
え
で
、
ご
活
用
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。。

　
電
気
・
ガ
ス
料
金
は
減
少
傾
向
も

激
変
緩
和
措
置
終
了
の
影
響
は
今
後
に

　　

電
気
・
ガ
ス
料
金
の
状
況
に
つ
い
て
も
調

査
し
ま
し
た
。
１
床
当
た
り
の
電
気
料
金
を

み
る
と
、
２
０
０
床
以
上
３
０
０
床
未
満
ま

で
は
病
床
規
模
が
大
き
く
な
る
ほ
ど
電
気
料

金
は
低
く
な
り
、
３
０
０
床
以
上
は
高
く
な

る
傾
向
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
１
０
０
床
未

満
は
18
万
９
０
０
０
円
だ
っ
た
の
に
対
し
、

４
０
０
床
以
上
は
28
万
５
０
０
０
円
と
１
・

５
倍
の
差
が
あ
り
ま
し
た
。
１
床
当
た
り
ガ

ス
料
金
は
２
０
０
床
以
上
３
０
０
床
未
満
が

２
万
円
と
最
も
低
い
も
の
の
、
電
気
料
金
と

同
様
に
、
病
床
規
模
が
大
き
く
な
る
ほ
ど
概

ね
高
く
な
る
傾
向
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

１
０
０
床
未
満
が
３
万
１
０
０
０
円
だ
っ
た

の
に
対
し
、
４
０
０
床
以
上
は
８
万
２
０
０

０
円
と
２
倍
以
上
の
差
が
あ
り
ま
し
た
。

　

電
気
・
ガ
ス
料
金
の
23
年
度
上
半
期
と
前

年
同
期
比
の
変
化
幅
を
見
る
と
、
電
気
料
金

以
上
に
も
回
答
病
院
の
ピ
ー
ク
が
あ
り
ま
し

た
。
当
機
構
が
公
表
し
た
「
22
年
度
病
院
の

経
営
状
況
に
つ
い
て
」
で
は
、
22
年
度
の
一

般
病
院
の
医
業
利
益
率
は
マ
イ
ナ
ス
１
・
１

％
だ
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
紹
介
手
数

料
が
経
営
に
与
え
る
影
響
の
大
き
さ
が
示
唆

さ
れ
て
い
ま
す
。
現
状
の
医
業
利
益
率
の
水

準
を
見
る
と
、
こ
こ
の
負
担
が
な
け
れ
ば
黒

字
に
な
っ
て
い
た
と
い
う
病
院
も
あ
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

22
年
度
中
に
利
用
し
た
人
材
紹
介
会
社
の

サ
ー
ビ
ス
満
足
度
に
つ
い
て
は
、
紹
介
の
迅

速
さ
は
「
と
て
も
満
足
」「
や
や
満
足
」
と

回
答
し
た
病
院
が
計
70
・
８
％
と
な
っ
て
い

ま
す
。
急
な
退
職
な
ど
で
職
員
の
確
保
を
急

ぐ
場
合
に
は
、
人
材
紹
介
会
社
の
利
用
は
有

効
な
選
択
肢
と
な
っ
て
い
る
様
子
が
う
か
が

え
ま
す
。

　

一
方
、紹
介
手
数
料
は
、「
や
や
不
満
」「
と

て
も
不
満
」
と
の
回
答
の
割
合
が
計
82
・
０

　

常
勤
職
員
の
紹
介
手
数
料
の
分
布
は
、
医

師
で
30
万
〜
５
８
７
万
円
で
、
他
職
種
に
比

べ
て
ば
ら
つ
き
が
大
き
い
こ
と
が
分
か
り
ま

し
た
。
ま
た
東
京
都
と
東
京
都
以
外
の
紹
介

手
数
料
の
中
央
値
を
比
較
す
る
と
、
看
護
師

と
事
務
職
は
東
京
都
の
ほ
う
が
高
い
傾
向
を

示
し
て
い
る
一
方
、
そ
れ
以
外
の
職
種
で
は

東
京
都
以
外
の
ほ
う
が
高
い
ま
た
は
同
水
準

で
、
ば
ら
つ
き
も
ま
ち
ま
ち
で
し
た
。

　

職
員
数
の
割
合
が
他
職
種
に
比
べ
て
高
く

な
る
看
護
師
に
つ
い
て
、
紹
介
手
数
料
の
中

央
値
を
み
る
と
、
東
京
都
が
１
０
０
万
円
、

都
以
外
が
90
万
円
、
最
低
値
が
そ
れ
ぞ
れ
63

万
円
、
50
万
円
と
、
東
京
都
の
ほ
う
が
高
い

傾
向
が
見
ら
れ
ま
す
。
た
だ
、
最
高
値
は
そ

れ
ぞ
れ
１
２
３
万
円
、
１
３
０
万
円
と
な
っ

て
お
り
、
地
方
に
お
い
て
も
か
な
り
不
足
し

て
い
る
地
域
が
あ
り
、
そ
の
場
合
は
あ
る
程

度
高
い
紹
介
手
数
料
で
も
急
い
で
集
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
事
情
が
あ
る
と
推
測
で
き
ま

す
。

　
紹
介
手
数
料
の
総
額
割
合
は

平
均
１
・
16
％
と
負
担
感
が
顕
著

　　

医
業
収
益
に
対
す
る
紹
介
手
数
料
総
額
の

割
合
は
、
平
均
１
・
16
％
で
し
た
が
、
２
％

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（
以
下
、

コ
ロ
ナ
）
が
２
０
２
３
年
５
月
８
日
か
ら
感

染
症
法
上
の
５
類
に
移
行
し
、「
w
i
t
h

コ
ロ
ナ
」
か
ら
「
a
f
t
e
r
コ
ロ
ナ
」
に

歩
み
始
め
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
状
況
の
な

か
、
コ
ロ
ナ
が
東
京
都
内
の
病
院
経
営
へ
及

ぼ
し
て
い
る
影
響
を
把
握
す
る
た
め
、
20
年

度
か
ら
経
営
状
況
に
関
す
る
調
査
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
21
年
度
は
行
政
に
よ
る
補
助
金

等
経
営
支
援
策
、
22
年
度
は
燃
料
価
格
お
よ

び
物
価
高
騰
等
の
病
院
へ
の
影
響
を
調
査
し

ま
し
た
。

　

23
年
度
も
引
き
続
き
経
営
状
況
の
調
査
を

実
施
す
る
こ
と
で
経
年
比
較
す
る
と
と
も

に
、
人
材
紹
介
会
社
の
利
用
状
況
と
物
価
高

騰
の
病
院
経
営
に
対
す
る
影
響
に
つ
い
て
も

調
査
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
調
査
に
回
答
い
た
だ
い
た
病
院
の

属
性
は
次
の
通
り
で
す
。

対
象
：
都
内
６
３
６
病
院

回
答
：
１
２
９
病
院
（
20
・
３
％
）

開
設
主
体
：
医
療
法
人
59
・
７
％
、
国
立
・

公
立
12
・
４
％
、
大
学
病
院
７
・
８
％
、
一

般
社
団・財
団
６・２
％
、社
会
福
祉
法
人
５
・

４
％
、
そ
の
他
８
・
５
％

病
床
数
：
１
０
０
床
未
満
25
・
６
％

１
０
０
床
以
上
２
０
０
床
未
満
30
・
２
％

２
０
０
床
以
上
３
０
０
床
未
満
10
・
９
％

３
０
０
床
以
上
４
０
０
床
未
満
10
・
１
％

４
０
０
床
以
上
23
・
３
％

　
常
勤
看
護
師
の
紹
介
手
数
料

東
京
都
の
高
さ
が
見
ら
れ
る

　　

人
材
紹
介
会
社
の
利
用
状
況
の
調
査
を
実

施
し
た
理
由
と
し
て
は
、
少
子
高
齢
化
の
進

展
と
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
を
背
景
に
、
医

療
分
野
の
人
材
不
足
は
他
産
業
と
比
べ
て
も

顕
著
に
な
っ
て
い
る
と
の
認
識
が
あ
り
ま
し

た
。実
際
に
有
効
求
人
倍
率
な
ど
を
見
て
も
、

医
師
や
薬
剤
師
な
ど
は
全
体
平
均
を
大
き
く

東
京
都
病
院
協
会
の
渉
外
・
広
報
・
会
員
組
織
委
員
会
は
７
月
19
日
、
リ
タ
ワ
ー

ク
ス
株
式
会
社
事
業
推
進
部
病
院
チ
ー
ム
の
岩
下
雅
敏
氏
を
講
師
に
招
き
、「
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
た
人
材
採
用
戦
略
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
た
。

東
京
都
病
院
協
会

渉
外
・
広
報
・
会
員
組
織
委
員
会

上
回
っ
て
い
ま
す
。
人
材
紹
介
会
社
の
利
用

は
、
人
材
不
足
の
解
消
に
有
効
な
手
段
の
一

つ
で
あ
る
一
方
、
高
額
な
紹
介
手
数
料
や
低

い
定
着
率
な
ど
が
問
題
視
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
ら
の
実
態
を
把
握
す
る
こ
と
も
狙
い
と

し
て
い
ま
す
。

　

利
用
状
況
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
84
・
３

％
が
「
利
用
し
た
こ
と
が
あ
る
」
と
回
答
し
、

大
学
病
院
を
除
く
と
そ
の
割
合
は
89
・
７
％

と
な
り
ま
し
た
。
利
用
し
た
こ
と
が
あ
る
と

回
答
し
た
病
院
の
う
ち
、
22
年
度
に
利
用
し

た
病
院
は
85
・
０
％
で
、
こ
れ
は
当
機
構
が

実
施
し
た
「
病
院
経
営
動
向
調
査
（
23
年
12

月
実
施
）」
で
「
22
年
度
に
利
用
し
た
」
と

回
答
し
た
病
院
の
全
国
平
均
が
65
・
６
％
だ

っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
都
内
の
病
院
は

利
用
率
が
高
い
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

職
種
別
常
勤
職
員
の
利
用
状
況
は
、
看
護

師
が
60
・
５
％
、
看
護
補
助
者
が
29
・
４
％
、

医
師
が
24
・
４
％
、
薬
剤
師
が
18
・
５
％
な

ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。
平
均
手
数
料
は
医
師

が
３
３
５
・
９
万
円
と
最
も
高
く
、
平
均
手

数
料
設
定
は
Ｐ
Ｓ
Ｗ
の
13
・
８
％
を
除
く
と

ほ
と
ん
ど
の
職
種
が
年
収
の
20
％
前
後
で
設

定
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

看
護
補
助
者
は
介
護
職
が
担
っ
て
い
る
こ

と
が
多
い
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
介
護
職
員
の

人
材
確
保
に
つ
い
て
は
当
機
構
の
別
調
査
で

も「
人
材
が
不
足
し
て
い
る
」「
確
保
が
困
難
」

と
い
っ
た
回
答
の
割
合
が
年
々
増
え
て
い
ま

す
。
加
え
て
、
介
護
報
酬
で
は
処
遇
改
善
に

向
け
た
加
算
が
用
意
さ
れ
て
お
り
、
介
護
に

特
化
し
た
施
設
に
つ
い
て
は
処
遇
改
善
を
進

め
ら
れ
る
一
方
、
医
療
施
設
で
看
護
補
助
者

と
し
て
採
用
し
た
場
合
に
は
、
他
職
種
と
の

バ
ラ
ン
ス
な
ど
で
算
定
で
き
な
い
と
い
っ
た

ケ
ー
ス
も
う
か
が
っ
て
お
り
、
そ
う
い
っ
た

面
で
も
苦
慮
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
た

人
材
採
用
戦
略
セ
ミ
ナ
ー

勉
強
会
レ
ポ
ー
ト

％
、
保
証
期
間
・
返
戻
保
証
率
に
つ
い
て
の

「
や
や
不
満
」「
と
て
も
不
満
」
は
計
80
・
８

％
に
達
し
ま
し
た
。
人
材
紹
介
会
社
を
選
ぶ

う
え
で
最
も
重
視
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、「
紹

介
さ
れ
る
人
材
の
質
」
が
53
・
３
％
、「
紹

介
手
数
料
」
が
25
・７
％
、「
紹
介
の
迅
速
さ
」

が
13
・
３
％
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
紹

介
手
数
料
の
重
要
性
は
高
く
、
需
要
側
と
供

給
側
の
双
方
が
適
切
と
感
じ
る
紹
介
手
数
料

の
水
準
に
す
る
こ
と
は
、
優
先
度
の
高
い
取

り
組
み
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

今
後
の
人
材
紹
介
会
社
の
利
用
予
定
を
確

認
し
た
と
こ
ろ
、「
必
要
が
あ
れ
ば
利
用
し

た
い
」
と
の
回
答
が
61
・５
％
で
し
た
が
、「
あ

ま
り
利
用
し
た
く
な
い
」
が
27
・
４
％
、「
利

用
し
た
く
な
い
」
も
４
・
３
％
で
し
た
。

　

人
材
紹
介
会
社
に
つ
い
て
は
、
東
京
都
は

地
方
に
比
べ
、
あ
る
程
度
、
選
択
肢
が
多
く

あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
ど
の
紹
介
会
社
を
選

択
す
る
か
、
利
用
す
る
側
の
視
点
を
も
っ
て

岩下 雅敏 氏

で
は
全
体
的
に
減
少
し
た
と
の
回
答
が
や
や

多
く
、
ガ
ス
料
金
で
は
減
少
し
た
と
の
回
答

が
多
く
を
占
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
い
ず
れ

も
電
気
・
ガ
ス
価
格
激
変
緩
和
対
策
事
業
の

影
響
が
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
同
事
業
は
24
年

５
月
分
で
終
了
し
た
こ
と
か
ら
、
今
後
、
増

加
に
転
ず
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
赤
字
病
院
の
割
合
が

23
年
度
上
期
、
49
・
２
％

　　

21
年
度
上
半
期
か
ら
23
年
度
上
半
期
ま
で

の
経
営
状
況
に
つ
い
て
も
調
査
し
て
い
ま

す
。
特
に
注
視
す
べ
き
状
況
と
し
て
、
赤
字

病
院
の
割
合
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
回
答
全
体

で
23
年
度
上
半
期
が
49
・
２
％
で
、
21
年
度

上
半
期
よ
り
も
20
ポ
イ
ン
ト
以
上
上
昇
し
て

お
り
、
す
べ
て
の
病
院
類
型
で
悪
化
傾
向
に

あ
り
ま
す
。
特
に
一
般
病
院
は
赤
字
割
合
が

51
・
６
％
と
半
数
以
上
が
赤
字
で
あ
り
、
厳

し
い
経
営
状
況
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え

ま
す
。
一
因
と
し
て
、
物
価
高
騰
な
ど
の
費

用
面
の
圧
迫
や
、
コ
ロ
ナ
関
連
補
助
金
の
縮

小
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

図　2022年度　職種別常勤職員の人材紹介の利用状況（大学病院除く）
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※紹介手数料設定は採用対象者の年収に対する割合を指す

　
病
院
の
情
報
収
集
手
段
が

変
わ
っ
た
こ
と
に
留
意

　　

ま
ず
岩
下
氏
は
、
人
材
採
用
に
お
い
て
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
活
用
の
重
要
性
が
高
ま
っ
て
い

る
こ
と
に
つ
い
て
、
大
き
く
２
つ
の
背
景
を

説
明
し
た
。
一
つ
は
、
入
職
前
に
病
院
の
様

子
を
知
る
手
段
と
し
て
「
Ｗ
Ｅ
Ｂ
で
見
学
」

と
い
う
パ
タ
ー
ン
が
多
く
な
っ
た
こ
と
を
挙

げ
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
ま

ん
延
以
降
、
入
職
に
あ
た
っ
て
事
前
に
病
院

を
見
学
す
る
機
会
が
コ
ロ
ナ
禍
前
と
比
べ
て

激
減
し
、
病
院
の
雰
囲
気
に
つ
い
て
「
ま
ず

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
す
る
」
よ
う
に
な
っ

て
い
る
と
い
う
。
事
前
に
就
職
の
情
報
収
集

を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
行
う
割
合
は
87
％
に

及
ぶ
と
い
う
デ
ー
タ
も
紹
介
し
た
。

　

１
９
９
０
年
代
半
ば
か
ら
２
０
１
０
年
代

序
盤
に
生
ま
れ
た
、
い
わ
ゆ
る
「
Ｚ
世
代
」

と
呼
ば
れ
る
年
齢
層
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
習
慣
も
挙
げ
た
。
岩
下
氏
に
よ
る
と
、
友

人
、
知
人
同
士
で
も
テ
キ
ス
ト
で
や
り
取
り

す
る
こ
と
が
珍
し
く
な
い
と
い
う
。
条
件
面

の
詳
細
に
つ
い
て
情
報
を
得
る
際
、
電
話
を

介
す
る
の
み
で
は
、
そ
の
時
点
で
入
職
に
向

け
た
活
動
が
止
ま
る
こ
と
さ
え
あ
る
と
指
摘

す
る
。「
資
料
を
請
求
で
き
る
よ
う
オ
ー
ト

フ
ォ
ー
ム
を
用
意
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

違
和
感
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
う
し
た
世

代
が
新
入
職
員
の
中
心
に
な
っ
て
い
る
こ
と

を
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
」（
岩
下
氏
）

　「
自
院
ら
し
さ
」「
ラ
イ
ブ
感
」
で

共
感
を
得
る
こ
と
が
重
要

　　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
載
せ
る
内
容
に
つ
い
て

は
、「
自
院
ら
し
さ
」
と
「
ラ
イ
ブ
感
」
を

打
ち
出
し
、
入
職
希
望
者
の
共
感
を
得
る
こ

と
の
重
要
性
を
訴
え
た
。

「
自
院
ら
し
さ
」
に
つ
い
て
は
、
外
部
か
ら

は
把
握
し
に
く
く
、
内
部
で
し
っ
か
り
議
論

し
て
共
有
し
、
発
信
す
る
こ
と
が
重
要
だ
と

い
う
。
三
次
救
急
機
能
を
備
え
る
超
急
性
期

　

ま
た
当
機
構
が
７
月
９
日
に
公
表
し
た

「
病
院
経
営
動
向
調
査
（
24
年
6
月
実
施
）」

に
よ
る
と
、
23
年
度
に
お
け
る
全
国
の
一
般

病
院
の
赤
字
病
院
割
合
は
39
・
８
％
で
し
た
。

当
該
調
査
の
回
答
病
院
数
が
１
１
８
施
設
で

あ
る
こ
と
や
時
点
を
踏
ま
え
る
と
同
列
で
比

較
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
東

京
都
に
所
在
す
る
病
院
の
経
営
状
況
の
厳
し

さ
が
顕
著
で
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

23
年
度
の
経
営
見
通
し
に
つ
い
て
も
「
増

収
増
益
」
と
回
答
し
た
割
合
は
全
体
で
16
・

３
％
に
と
ど
ま
っ
た
一
方
、「
減
収
減
益
」

と
回
答
し
た
割
合
は
51
・
９
％
と
過
半
を
示

し
ま
し
た
。
背
景
と
し
て
は
、
病
床
確
保
料

や
診
療
報
酬
の
特
例
が
見
直
さ
れ
た
こ
と
や

物
価
高
騰
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
あ
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

※

　

大
変
ご
多
忙
な
状
況
の
な
か
、
調
査
に
ご

協
力
い
た
だ
い
た
病
院
の
皆
様
の
お
か
げ
で

本
報
告
書
を
取
り
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

図　病院類型別　赤字割合の推移

※その他型病院はデータ数が
5未満であったため記載を省略した
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病
院
で
穏
や
か
な
雰
囲
気
を
強
調
し
す
ぎ
た

り
、
患
者
に
寄
り
添
う
看
護
が
特
徴
で
あ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
医
療
設
備
ば
か
り
掲
載
さ

れ
て
い
た
り
と
い
っ
た
、「
自
院
ら
し
さ
」

と
載
せ
て
い
る
内
容
に
差
異
が
生
じ
る
と
、

ミ
ス
マ
ッ
チ
に
つ
な
が
り
や
す
い
と
い
う
考

え
を
示
し
た
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
内
容
と
業

務
の
内
容
に
違
い
が
あ
り
す
ぎ
、
離
職
者
の

続
出
に
つ
な
が
っ
た
例
も
紹
介
し
た
。

　

具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
は
、
あ
る
病
院

の
例
を
出
し
た
。看
護
部
長
が
大
変
明
る
く
、

看
護
職
の
人
望
も
厚
い
人
物
で
、
ま
た
奨
学

金
制
度
も
充
実
し
て
い
た
と
い
う
。
岩
下
氏

が
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
た
と
こ
ろ
、
実
際
に
勤
務

す
る
看
護
師
か
ら
は
「
雰
囲
気
の
良
い
職
場

で
奨
学
金
制
度
も
あ
る
の
で
本
当
に
あ
り
が

た
い
」
と
い
う
声
が
出
て
い
た
と
い
う
。
と

こ
ろ
が
、
そ
う
し
た
点
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
は
伝
わ
り
に
く
か
っ
た
。
そ
こ
で
看
護
部

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
載
せ
る
看
護
部
長
の
挨

拶
を
毎
年
更
新
し
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
発
信
を

強
化
し
、
奨
学
金
制
度
の
説
明
に
つ
い
て
も

利
用
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
高
校
生
が
す

ぐ
に
理
解
で
き
る
よ
う
、
文
章
だ
け
で
な
く

図
な
ど
も
入
れ
て
わ
か
り
や
す
く
し
た
と
い

う
。
こ
れ
に
よ
っ
て
ア
ク
セ
ス
数
は
急
増
、

問
い
合
わ
せ
や
病
院
見
学
の
申
し
込
み
に
つ

な
が
る
と
い
っ
た
成
果
が
出
た
。

　
「
ラ
イ
ブ
感
」
の
打
ち
出
し
方
も
説
明
し

た
。「
ラ
イ
ブ
感
」
と
は
現
場
で
従
事
す
る

ス
タ
ッ
フ
の
声
や
職
場
の
雰
囲
気
が
イ
メ
ー

ジ
し
や
す
い
内
容
と
い
う
意
味
で
、「
福
利

厚
生
や
給
与
よ
り
も
関
心
が
高
い
の
で
は
な

い
か
」
と
の
見
方
を
示
し
た
。
そ
の
方
策
と

し
て
看
護
師
の
日
常
の
仕
事
ぶ
り
や
オ
フ
タ

イ
ム
の
様
子
を
載
せ
る
、
患
者
と
の
や
り
取

り
も
、
患
者
の
個
人
情
報
に
は
十
分
留
意
す

る
必
要
が
あ
る
と
し
つ
つ
、
文
章
化
し
て
載

せ
る
案
を
示
し
た
。
患
者
と
の
や
り
と
り
や

エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
は
看
護
師
に
と
っ
て
関
心

が
高
く
、
長
い
文
章
で
あ
っ
て
も
ア
ク
セ
ス

数
は
高
い
傾
向
が
あ
る
か
ら
だ
。「
自
分
が

こ
の
病
院
で
働
い
た
ら
ど
う
な
る
か
」
を
想

起
し
、
職
場
に
共
感
で
き
る
内
容
を
充
実
さ

せ
る
こ
と
が
重
要
と
強
調
し
た
。

　

ア
ク
セ
ス
数
を
増
や
す
取
り
組
み
に
つ
い

て
は
、
人
材
紹
介
会
社
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

更
新
し
た
こ
と
を
伝
え
た
り
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
す
ぐ
閲
覧
で
き
る
Q
R
コ
ー
ド
を
載
せ

た
チ
ラ
シ
を
高
校
で
配
布
し
た
り
と
い
っ
た

例
を
紹
介
し
た
。「
す
ぐ
に
検
索
サ
イ
ト
で

検
索
さ
れ
て
、
ア
ク
セ
ス
数
が
突
然
上
が
る

と
い
っ
た
こ
と
は
難
し
い
。
地
道
な
活
動
が

重
要
」
と
述
べ
た
。

　

ま
た
定
期
的
な
情
報
更
新
も
重
要
だ
が
、

特
定
の
ス
タ
ッ
フ
に
負
担
が
か
か
ら
な
い
よ

う
留
意
す
る
こ
と
も
強
調
し
た
。
一
般
的
な

ケ
ー
ス
と
し
て
、
各
病
棟
の
持
ち
回
り
制
に

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
病
棟
の
な
か
か
ら
書
く
こ

と
に
抵
抗
の
少
な
い
ス
タ
ッ
フ
を
選
ん
で
も

ら
う
こ
と
も
工
夫
の
一
つ
と
し
て
挙
げ
た
。

　

竹
川
勝
治
委
員
長
は
「
若
い
世
代
は
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
で
情
報
を
得
る
こ
と
が
当
た
り

前
に
な
っ
て
い
る
。
地
域
で
の
つ
な
が
り
は

重
要
だ
が
、
新
し
い
潮
流
に
も
目
を
向
け
、

取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
」と
述
べ
た
。

よ
く
ご
検
討
の
う
え
で
、
ご
活
用
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。。

　
電
気
・
ガ
ス
料
金
は
減
少
傾
向
も

激
変
緩
和
措
置
終
了
の
影
響
は
今
後
に

　　

電
気
・
ガ
ス
料
金
の
状
況
に
つ
い
て
も
調

査
し
ま
し
た
。
１
床
当
た
り
の
電
気
料
金
を

み
る
と
、
２
０
０
床
以
上
３
０
０
床
未
満
ま

で
は
病
床
規
模
が
大
き
く
な
る
ほ
ど
電
気
料

金
は
低
く
な
り
、
３
０
０
床
以
上
は
高
く
な

る
傾
向
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
１
０
０
床
未

満
は
18
万
９
０
０
０
円
だ
っ
た
の
に
対
し
、

４
０
０
床
以
上
は
28
万
５
０
０
０
円
と
１
・

５
倍
の
差
が
あ
り
ま
し
た
。
１
床
当
た
り
ガ

ス
料
金
は
２
０
０
床
以
上
３
０
０
床
未
満
が

２
万
円
と
最
も
低
い
も
の
の
、
電
気
料
金
と

同
様
に
、
病
床
規
模
が
大
き
く
な
る
ほ
ど
概

ね
高
く
な
る
傾
向
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

１
０
０
床
未
満
が
３
万
１
０
０
０
円
だ
っ
た

の
に
対
し
、
４
０
０
床
以
上
は
８
万
２
０
０

０
円
と
２
倍
以
上
の
差
が
あ
り
ま
し
た
。

　

電
気
・
ガ
ス
料
金
の
23
年
度
上
半
期
と
前

年
同
期
比
の
変
化
幅
を
見
る
と
、
電
気
料
金

以
上
に
も
回
答
病
院
の
ピ
ー
ク
が
あ
り
ま
し

た
。
当
機
構
が
公
表
し
た
「
22
年
度
病
院
の

経
営
状
況
に
つ
い
て
」
で
は
、
22
年
度
の
一

般
病
院
の
医
業
利
益
率
は
マ
イ
ナ
ス
１
・
１

％
だ
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
紹
介
手
数

料
が
経
営
に
与
え
る
影
響
の
大
き
さ
が
示
唆

さ
れ
て
い
ま
す
。
現
状
の
医
業
利
益
率
の
水

準
を
見
る
と
、
こ
こ
の
負
担
が
な
け
れ
ば
黒

字
に
な
っ
て
い
た
と
い
う
病
院
も
あ
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

22
年
度
中
に
利
用
し
た
人
材
紹
介
会
社
の

サ
ー
ビ
ス
満
足
度
に
つ
い
て
は
、
紹
介
の
迅

速
さ
は
「
と
て
も
満
足
」「
や
や
満
足
」
と

回
答
し
た
病
院
が
計
70
・
８
％
と
な
っ
て
い

ま
す
。
急
な
退
職
な
ど
で
職
員
の
確
保
を
急

ぐ
場
合
に
は
、
人
材
紹
介
会
社
の
利
用
は
有

効
な
選
択
肢
と
な
っ
て
い
る
様
子
が
う
か
が

え
ま
す
。

　

一
方
、紹
介
手
数
料
は
、「
や
や
不
満
」「
と

て
も
不
満
」
と
の
回
答
の
割
合
が
計
82
・
０

　

常
勤
職
員
の
紹
介
手
数
料
の
分
布
は
、
医

師
で
30
万
〜
５
８
７
万
円
で
、
他
職
種
に
比

べ
て
ば
ら
つ
き
が
大
き
い
こ
と
が
分
か
り
ま

し
た
。
ま
た
東
京
都
と
東
京
都
以
外
の
紹
介

手
数
料
の
中
央
値
を
比
較
す
る
と
、
看
護
師

と
事
務
職
は
東
京
都
の
ほ
う
が
高
い
傾
向
を

示
し
て
い
る
一
方
、
そ
れ
以
外
の
職
種
で
は

東
京
都
以
外
の
ほ
う
が
高
い
ま
た
は
同
水
準

で
、
ば
ら
つ
き
も
ま
ち
ま
ち
で
し
た
。

　

職
員
数
の
割
合
が
他
職
種
に
比
べ
て
高
く

な
る
看
護
師
に
つ
い
て
、
紹
介
手
数
料
の
中

央
値
を
み
る
と
、
東
京
都
が
１
０
０
万
円
、

都
以
外
が
90
万
円
、
最
低
値
が
そ
れ
ぞ
れ
63

万
円
、
50
万
円
と
、
東
京
都
の
ほ
う
が
高
い

傾
向
が
見
ら
れ
ま
す
。
た
だ
、
最
高
値
は
そ

れ
ぞ
れ
１
２
３
万
円
、
１
３
０
万
円
と
な
っ

て
お
り
、
地
方
に
お
い
て
も
か
な
り
不
足
し

て
い
る
地
域
が
あ
り
、
そ
の
場
合
は
あ
る
程

度
高
い
紹
介
手
数
料
で
も
急
い
で
集
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
事
情
が
あ
る
と
推
測
で
き
ま

す
。

　
紹
介
手
数
料
の
総
額
割
合
は

平
均
１
・
16
％
と
負
担
感
が
顕
著

　　

医
業
収
益
に
対
す
る
紹
介
手
数
料
総
額
の

割
合
は
、
平
均
１
・
16
％
で
し
た
が
、
２
％

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（
以
下
、

コ
ロ
ナ
）
が
２
０
２
３
年
５
月
８
日
か
ら
感

染
症
法
上
の
５
類
に
移
行
し
、「
w
i
t
h

コ
ロ
ナ
」
か
ら
「
a
f
t
e
r
コ
ロ
ナ
」
に

歩
み
始
め
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
状
況
の
な

か
、
コ
ロ
ナ
が
東
京
都
内
の
病
院
経
営
へ
及

ぼ
し
て
い
る
影
響
を
把
握
す
る
た
め
、
20
年

度
か
ら
経
営
状
況
に
関
す
る
調
査
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
21
年
度
は
行
政
に
よ
る
補
助
金

等
経
営
支
援
策
、
22
年
度
は
燃
料
価
格
お
よ

び
物
価
高
騰
等
の
病
院
へ
の
影
響
を
調
査
し

ま
し
た
。

　

23
年
度
も
引
き
続
き
経
営
状
況
の
調
査
を

実
施
す
る
こ
と
で
経
年
比
較
す
る
と
と
も

に
、
人
材
紹
介
会
社
の
利
用
状
況
と
物
価
高

騰
の
病
院
経
営
に
対
す
る
影
響
に
つ
い
て
も

調
査
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
調
査
に
回
答
い
た
だ
い
た
病
院
の

属
性
は
次
の
通
り
で
す
。

対
象
：
都
内
６
３
６
病
院

回
答
：
１
２
９
病
院
（
20
・
３
％
）

開
設
主
体
：
医
療
法
人
59
・
７
％
、
国
立
・

公
立
12
・
４
％
、
大
学
病
院
７
・
８
％
、
一

般
社
団・財
団
６・２
％
、社
会
福
祉
法
人
５
・

４
％
、
そ
の
他
８
・
５
％

病
床
数
：
１
０
０
床
未
満
25
・
６
％

１
０
０
床
以
上
２
０
０
床
未
満
30
・
２
％

２
０
０
床
以
上
３
０
０
床
未
満
10
・
９
％

３
０
０
床
以
上
４
０
０
床
未
満
10
・
１
％

４
０
０
床
以
上
23
・
３
％

　
常
勤
看
護
師
の
紹
介
手
数
料

東
京
都
の
高
さ
が
見
ら
れ
る

　　

人
材
紹
介
会
社
の
利
用
状
況
の
調
査
を
実

施
し
た
理
由
と
し
て
は
、
少
子
高
齢
化
の
進

展
と
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
を
背
景
に
、
医

療
分
野
の
人
材
不
足
は
他
産
業
と
比
べ
て
も

顕
著
に
な
っ
て
い
る
と
の
認
識
が
あ
り
ま
し

た
。実
際
に
有
効
求
人
倍
率
な
ど
を
見
て
も
、

医
師
や
薬
剤
師
な
ど
は
全
体
平
均
を
大
き
く

東
京
都
病
院
協
会
の
渉
外
・
広
報
・
会
員
組
織
委
員
会
は
７
月
19
日
、
リ
タ
ワ
ー

ク
ス
株
式
会
社
事
業
推
進
部
病
院
チ
ー
ム
の
岩
下
雅
敏
氏
を
講
師
に
招
き
、「
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
た
人
材
採
用
戦
略
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
た
。

東
京
都
病
院
協
会

渉
外
・
広
報
・
会
員
組
織
委
員
会

上
回
っ
て
い
ま
す
。
人
材
紹
介
会
社
の
利
用

は
、
人
材
不
足
の
解
消
に
有
効
な
手
段
の
一

つ
で
あ
る
一
方
、
高
額
な
紹
介
手
数
料
や
低

い
定
着
率
な
ど
が
問
題
視
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
ら
の
実
態
を
把
握
す
る
こ
と
も
狙
い
と

し
て
い
ま
す
。

　

利
用
状
況
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
84
・
３

％
が
「
利
用
し
た
こ
と
が
あ
る
」
と
回
答
し
、

大
学
病
院
を
除
く
と
そ
の
割
合
は
89
・
７
％

と
な
り
ま
し
た
。
利
用
し
た
こ
と
が
あ
る
と

回
答
し
た
病
院
の
う
ち
、
22
年
度
に
利
用
し

た
病
院
は
85
・
０
％
で
、
こ
れ
は
当
機
構
が

実
施
し
た
「
病
院
経
営
動
向
調
査
（
23
年
12

月
実
施
）」
で
「
22
年
度
に
利
用
し
た
」
と

回
答
し
た
病
院
の
全
国
平
均
が
65
・
６
％
だ

っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
都
内
の
病
院
は

利
用
率
が
高
い
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

職
種
別
常
勤
職
員
の
利
用
状
況
は
、
看
護

師
が
60
・
５
％
、
看
護
補
助
者
が
29
・
４
％
、

医
師
が
24
・
４
％
、
薬
剤
師
が
18
・
５
％
な

ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。
平
均
手
数
料
は
医
師

が
３
３
５
・
９
万
円
と
最
も
高
く
、
平
均
手

数
料
設
定
は
Ｐ
Ｓ
Ｗ
の
13
・
８
％
を
除
く
と

ほ
と
ん
ど
の
職
種
が
年
収
の
20
％
前
後
で
設

定
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

看
護
補
助
者
は
介
護
職
が
担
っ
て
い
る
こ

と
が
多
い
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
介
護
職
員
の

人
材
確
保
に
つ
い
て
は
当
機
構
の
別
調
査
で

も「
人
材
が
不
足
し
て
い
る
」「
確
保
が
困
難
」

と
い
っ
た
回
答
の
割
合
が
年
々
増
え
て
い
ま

す
。
加
え
て
、
介
護
報
酬
で
は
処
遇
改
善
に

向
け
た
加
算
が
用
意
さ
れ
て
お
り
、
介
護
に

特
化
し
た
施
設
に
つ
い
て
は
処
遇
改
善
を
進

め
ら
れ
る
一
方
、
医
療
施
設
で
看
護
補
助
者

と
し
て
採
用
し
た
場
合
に
は
、
他
職
種
と
の

バ
ラ
ン
ス
な
ど
で
算
定
で
き
な
い
と
い
っ
た

ケ
ー
ス
も
う
か
が
っ
て
お
り
、
そ
う
い
っ
た

面
で
も
苦
慮
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
た

人
材
採
用
戦
略
セ
ミ
ナ
ー

勉
強
会
レ
ポ
ー
ト

％
、
保
証
期
間
・
返
戻
保
証
率
に
つ
い
て
の

「
や
や
不
満
」「
と
て
も
不
満
」
は
計
80
・
８

％
に
達
し
ま
し
た
。
人
材
紹
介
会
社
を
選
ぶ

う
え
で
最
も
重
視
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、「
紹

介
さ
れ
る
人
材
の
質
」
が
53
・
３
％
、「
紹

介
手
数
料
」
が
25
・７
％
、「
紹
介
の
迅
速
さ
」

が
13
・
３
％
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
紹

介
手
数
料
の
重
要
性
は
高
く
、
需
要
側
と
供

給
側
の
双
方
が
適
切
と
感
じ
る
紹
介
手
数
料

の
水
準
に
す
る
こ
と
は
、
優
先
度
の
高
い
取

り
組
み
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

今
後
の
人
材
紹
介
会
社
の
利
用
予
定
を
確

認
し
た
と
こ
ろ
、「
必
要
が
あ
れ
ば
利
用
し

た
い
」
と
の
回
答
が
61
・５
％
で
し
た
が
、「
あ

ま
り
利
用
し
た
く
な
い
」
が
27
・
４
％
、「
利

用
し
た
く
な
い
」
も
４
・
３
％
で
し
た
。

　

人
材
紹
介
会
社
に
つ
い
て
は
、
東
京
都
は

地
方
に
比
べ
、
あ
る
程
度
、
選
択
肢
が
多
く

あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
ど
の
紹
介
会
社
を
選

択
す
る
か
、
利
用
す
る
側
の
視
点
を
も
っ
て

岩下 雅敏 氏

で
は
全
体
的
に
減
少
し
た
と
の
回
答
が
や
や

多
く
、
ガ
ス
料
金
で
は
減
少
し
た
と
の
回
答

が
多
く
を
占
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
い
ず
れ

も
電
気
・
ガ
ス
価
格
激
変
緩
和
対
策
事
業
の

影
響
が
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
同
事
業
は
24
年

５
月
分
で
終
了
し
た
こ
と
か
ら
、
今
後
、
増

加
に
転
ず
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
赤
字
病
院
の
割
合
が

23
年
度
上
期
、
49
・
２
％

　　

21
年
度
上
半
期
か
ら
23
年
度
上
半
期
ま
で

の
経
営
状
況
に
つ
い
て
も
調
査
し
て
い
ま

す
。
特
に
注
視
す
べ
き
状
況
と
し
て
、
赤
字

病
院
の
割
合
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
回
答
全
体

で
23
年
度
上
半
期
が
49
・
２
％
で
、
21
年
度

上
半
期
よ
り
も
20
ポ
イ
ン
ト
以
上
上
昇
し
て

お
り
、
す
べ
て
の
病
院
類
型
で
悪
化
傾
向
に

あ
り
ま
す
。
特
に
一
般
病
院
は
赤
字
割
合
が

51
・
６
％
と
半
数
以
上
が
赤
字
で
あ
り
、
厳

し
い
経
営
状
況
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え

ま
す
。
一
因
と
し
て
、
物
価
高
騰
な
ど
の
費

用
面
の
圧
迫
や
、
コ
ロ
ナ
関
連
補
助
金
の
縮

小
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

図　2022年度　職種別常勤職員の人材紹介の利用状況（大学病院除く）
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※紹介手数料設定は採用対象者の年収に対する割合を指す

　
病
院
の
情
報
収
集
手
段
が

変
わ
っ
た
こ
と
に
留
意

　　

ま
ず
岩
下
氏
は
、
人
材
採
用
に
お
い
て
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
活
用
の
重
要
性
が
高
ま
っ
て
い

る
こ
と
に
つ
い
て
、
大
き
く
２
つ
の
背
景
を

説
明
し
た
。
一
つ
は
、
入
職
前
に
病
院
の
様

子
を
知
る
手
段
と
し
て
「
Ｗ
Ｅ
Ｂ
で
見
学
」

と
い
う
パ
タ
ー
ン
が
多
く
な
っ
た
こ
と
を
挙

げ
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
ま

ん
延
以
降
、
入
職
に
あ
た
っ
て
事
前
に
病
院

を
見
学
す
る
機
会
が
コ
ロ
ナ
禍
前
と
比
べ
て

激
減
し
、
病
院
の
雰
囲
気
に
つ
い
て
「
ま
ず

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
す
る
」
よ
う
に
な
っ

て
い
る
と
い
う
。
事
前
に
就
職
の
情
報
収
集

を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
行
う
割
合
は
87
％
に

及
ぶ
と
い
う
デ
ー
タ
も
紹
介
し
た
。

　

１
９
９
０
年
代
半
ば
か
ら
２
０
１
０
年
代

序
盤
に
生
ま
れ
た
、
い
わ
ゆ
る
「
Ｚ
世
代
」

と
呼
ば
れ
る
年
齢
層
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
習
慣
も
挙
げ
た
。
岩
下
氏
に
よ
る
と
、
友

人
、
知
人
同
士
で
も
テ
キ
ス
ト
で
や
り
取
り

す
る
こ
と
が
珍
し
く
な
い
と
い
う
。
条
件
面

の
詳
細
に
つ
い
て
情
報
を
得
る
際
、
電
話
を

介
す
る
の
み
で
は
、
そ
の
時
点
で
入
職
に
向

け
た
活
動
が
止
ま
る
こ
と
さ
え
あ
る
と
指
摘

す
る
。「
資
料
を
請
求
で
き
る
よ
う
オ
ー
ト

フ
ォ
ー
ム
を
用
意
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

違
和
感
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
う
し
た
世

代
が
新
入
職
員
の
中
心
に
な
っ
て
い
る
こ
と

を
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
」（
岩
下
氏
）

　「
自
院
ら
し
さ
」「
ラ
イ
ブ
感
」
で

共
感
を
得
る
こ
と
が
重
要

　　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
載
せ
る
内
容
に
つ
い
て

は
、「
自
院
ら
し
さ
」
と
「
ラ
イ
ブ
感
」
を

打
ち
出
し
、
入
職
希
望
者
の
共
感
を
得
る
こ

と
の
重
要
性
を
訴
え
た
。

「
自
院
ら
し
さ
」
に
つ
い
て
は
、
外
部
か
ら

は
把
握
し
に
く
く
、
内
部
で
し
っ
か
り
議
論

し
て
共
有
し
、
発
信
す
る
こ
と
が
重
要
だ
と

い
う
。
三
次
救
急
機
能
を
備
え
る
超
急
性
期

　

ま
た
当
機
構
が
７
月
９
日
に
公
表
し
た

「
病
院
経
営
動
向
調
査
（
24
年
6
月
実
施
）」

に
よ
る
と
、
23
年
度
に
お
け
る
全
国
の
一
般

病
院
の
赤
字
病
院
割
合
は
39
・
８
％
で
し
た
。

当
該
調
査
の
回
答
病
院
数
が
１
１
８
施
設
で

あ
る
こ
と
や
時
点
を
踏
ま
え
る
と
同
列
で
比

較
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
東

京
都
に
所
在
す
る
病
院
の
経
営
状
況
の
厳
し

さ
が
顕
著
で
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

23
年
度
の
経
営
見
通
し
に
つ
い
て
も
「
増

収
増
益
」
と
回
答
し
た
割
合
は
全
体
で
16
・

３
％
に
と
ど
ま
っ
た
一
方
、「
減
収
減
益
」

と
回
答
し
た
割
合
は
51
・
９
％
と
過
半
を
示

し
ま
し
た
。
背
景
と
し
て
は
、
病
床
確
保
料

や
診
療
報
酬
の
特
例
が
見
直
さ
れ
た
こ
と
や

物
価
高
騰
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
あ
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

※

　

大
変
ご
多
忙
な
状
況
の
な
か
、
調
査
に
ご

協
力
い
た
だ
い
た
病
院
の
皆
様
の
お
か
げ
で

本
報
告
書
を
取
り
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

図　病院類型別　赤字割合の推移

※その他型病院はデータ数が
5未満であったため記載を省略した
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東京都病院協会

ホームページにも掲載
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よ
く
ご
検
討
の
う
え
で
、
ご
活
用
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。。

　
電
気
・
ガ
ス
料
金
は
減
少
傾
向
も

激
変
緩
和
措
置
終
了
の
影
響
は
今
後
に

　　

電
気
・
ガ
ス
料
金
の
状
況
に
つ
い
て
も
調

査
し
ま
し
た
。
１
床
当
た
り
の
電
気
料
金
を

み
る
と
、
２
０
０
床
以
上
３
０
０
床
未
満
ま

で
は
病
床
規
模
が
大
き
く
な
る
ほ
ど
電
気
料

金
は
低
く
な
り
、
３
０
０
床
以
上
は
高
く
な

る
傾
向
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
１
０
０
床
未

満
は
18
万
９
０
０
０
円
だ
っ
た
の
に
対
し
、

４
０
０
床
以
上
は
28
万
５
０
０
０
円
と
１
・

５
倍
の
差
が
あ
り
ま
し
た
。
１
床
当
た
り
ガ

ス
料
金
は
２
０
０
床
以
上
３
０
０
床
未
満
が

２
万
円
と
最
も
低
い
も
の
の
、
電
気
料
金
と

同
様
に
、
病
床
規
模
が
大
き
く
な
る
ほ
ど
概

ね
高
く
な
る
傾
向
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

１
０
０
床
未
満
が
３
万
１
０
０
０
円
だ
っ
た

の
に
対
し
、
４
０
０
床
以
上
は
８
万
２
０
０

０
円
と
２
倍
以
上
の
差
が
あ
り
ま
し
た
。

　

電
気
・
ガ
ス
料
金
の
23
年
度
上
半
期
と
前

年
同
期
比
の
変
化
幅
を
見
る
と
、
電
気
料
金

以
上
に
も
回
答
病
院
の
ピ
ー
ク
が
あ
り
ま
し

た
。
当
機
構
が
公
表
し
た
「
22
年
度
病
院
の

経
営
状
況
に
つ
い
て
」
で
は
、
22
年
度
の
一

般
病
院
の
医
業
利
益
率
は
マ
イ
ナ
ス
１
・
１

％
だ
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
紹
介
手
数

料
が
経
営
に
与
え
る
影
響
の
大
き
さ
が
示
唆

さ
れ
て
い
ま
す
。
現
状
の
医
業
利
益
率
の
水

準
を
見
る
と
、
こ
こ
の
負
担
が
な
け
れ
ば
黒

字
に
な
っ
て
い
た
と
い
う
病
院
も
あ
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

22
年
度
中
に
利
用
し
た
人
材
紹
介
会
社
の

サ
ー
ビ
ス
満
足
度
に
つ
い
て
は
、
紹
介
の
迅

速
さ
は
「
と
て
も
満
足
」「
や
や
満
足
」
と

回
答
し
た
病
院
が
計
70
・
８
％
と
な
っ
て
い

ま
す
。
急
な
退
職
な
ど
で
職
員
の
確
保
を
急

ぐ
場
合
に
は
、
人
材
紹
介
会
社
の
利
用
は
有

効
な
選
択
肢
と
な
っ
て
い
る
様
子
が
う
か
が

え
ま
す
。

　

一
方
、紹
介
手
数
料
は
、「
や
や
不
満
」「
と

て
も
不
満
」
と
の
回
答
の
割
合
が
計
82
・
０

　

常
勤
職
員
の
紹
介
手
数
料
の
分
布
は
、
医

師
で
30
万
〜
５
８
７
万
円
で
、
他
職
種
に
比

べ
て
ば
ら
つ
き
が
大
き
い
こ
と
が
分
か
り
ま

し
た
。
ま
た
東
京
都
と
東
京
都
以
外
の
紹
介

手
数
料
の
中
央
値
を
比
較
す
る
と
、
看
護
師

と
事
務
職
は
東
京
都
の
ほ
う
が
高
い
傾
向
を

示
し
て
い
る
一
方
、
そ
れ
以
外
の
職
種
で
は

東
京
都
以
外
の
ほ
う
が
高
い
ま
た
は
同
水
準

で
、
ば
ら
つ
き
も
ま
ち
ま
ち
で
し
た
。

　

職
員
数
の
割
合
が
他
職
種
に
比
べ
て
高
く

な
る
看
護
師
に
つ
い
て
、
紹
介
手
数
料
の
中

央
値
を
み
る
と
、
東
京
都
が
１
０
０
万
円
、

都
以
外
が
90
万
円
、
最
低
値
が
そ
れ
ぞ
れ
63

万
円
、
50
万
円
と
、
東
京
都
の
ほ
う
が
高
い

傾
向
が
見
ら
れ
ま
す
。
た
だ
、
最
高
値
は
そ

れ
ぞ
れ
１
２
３
万
円
、
１
３
０
万
円
と
な
っ

て
お
り
、
地
方
に
お
い
て
も
か
な
り
不
足
し

て
い
る
地
域
が
あ
り
、
そ
の
場
合
は
あ
る
程

度
高
い
紹
介
手
数
料
で
も
急
い
で
集
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
事
情
が
あ
る
と
推
測
で
き
ま

す
。

　
紹
介
手
数
料
の
総
額
割
合
は

平
均
１
・
16
％
と
負
担
感
が
顕
著

　　

医
業
収
益
に
対
す
る
紹
介
手
数
料
総
額
の

割
合
は
、
平
均
１
・
16
％
で
し
た
が
、
２
％

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（
以
下
、

コ
ロ
ナ
）
が
２
０
２
３
年
５
月
８
日
か
ら
感

染
症
法
上
の
５
類
に
移
行
し
、「
w
i
t
h

コ
ロ
ナ
」
か
ら
「
a
f
t
e
r
コ
ロ
ナ
」
に

歩
み
始
め
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
状
況
の
な

か
、
コ
ロ
ナ
が
東
京
都
内
の
病
院
経
営
へ
及

ぼ
し
て
い
る
影
響
を
把
握
す
る
た
め
、
20
年

度
か
ら
経
営
状
況
に
関
す
る
調
査
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
21
年
度
は
行
政
に
よ
る
補
助
金

等
経
営
支
援
策
、
22
年
度
は
燃
料
価
格
お
よ

び
物
価
高
騰
等
の
病
院
へ
の
影
響
を
調
査
し

ま
し
た
。

　

23
年
度
も
引
き
続
き
経
営
状
況
の
調
査
を

実
施
す
る
こ
と
で
経
年
比
較
す
る
と
と
も

に
、
人
材
紹
介
会
社
の
利
用
状
況
と
物
価
高

騰
の
病
院
経
営
に
対
す
る
影
響
に
つ
い
て
も

調
査
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
調
査
に
回
答
い
た
だ
い
た
病
院
の

属
性
は
次
の
通
り
で
す
。

対
象
：
都
内
６
３
６
病
院

回
答
：
１
２
９
病
院
（
20
・
３
％
）

開
設
主
体
：
医
療
法
人
59
・
７
％
、
国
立
・

公
立
12
・
４
％
、
大
学
病
院
７
・
８
％
、
一

般
社
団・財
団
６・２
％
、社
会
福
祉
法
人
５
・

４
％
、
そ
の
他
８
・
５
％

病
床
数
：
１
０
０
床
未
満
25
・
６
％

１
０
０
床
以
上
２
０
０
床
未
満
30
・
２
％

２
０
０
床
以
上
３
０
０
床
未
満
10
・
９
％

３
０
０
床
以
上
４
０
０
床
未
満
10
・
１
％

４
０
０
床
以
上
23
・
３
％

　
常
勤
看
護
師
の
紹
介
手
数
料

東
京
都
の
高
さ
が
見
ら
れ
る

　　

人
材
紹
介
会
社
の
利
用
状
況
の
調
査
を
実

施
し
た
理
由
と
し
て
は
、
少
子
高
齢
化
の
進

展
と
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
を
背
景
に
、
医

療
分
野
の
人
材
不
足
は
他
産
業
と
比
べ
て
も

顕
著
に
な
っ
て
い
る
と
の
認
識
が
あ
り
ま
し

た
。実
際
に
有
効
求
人
倍
率
な
ど
を
見
て
も
、

医
師
や
薬
剤
師
な
ど
は
全
体
平
均
を
大
き
く

当
協
会
は
令
和
５
年
度
東
京
都
医
師
会
調
査
研
究
委
託
事
業
報
告
書
「
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
下
に
お
け
る
東
京
都
内
病
院
の
運
営
状
況
〜
人
材
紹
介
会
社

の
紹
介
手
数
料
の
状
況
も
含
め
て
〜
」
を
公
表
し
た
。
協
力
機
関
で
あ
る
独
立
行

政
法
人
福
祉
医
療
機
構
経
営
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー 

リ
サ
ー
チ
グ
ル
ー
プ
の
解
説
を

お
届
け
す
る
。

上
回
っ
て
い
ま
す
。
人
材
紹
介
会
社
の
利
用

は
、
人
材
不
足
の
解
消
に
有
効
な
手
段
の
一

つ
で
あ
る
一
方
、
高
額
な
紹
介
手
数
料
や
低

い
定
着
率
な
ど
が
問
題
視
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
ら
の
実
態
を
把
握
す
る
こ
と
も
狙
い
と

し
て
い
ま
す
。

　

利
用
状
況
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
84
・
３

％
が
「
利
用
し
た
こ
と
が
あ
る
」
と
回
答
し
、

大
学
病
院
を
除
く
と
そ
の
割
合
は
89
・
７
％

と
な
り
ま
し
た
。
利
用
し
た
こ
と
が
あ
る
と

回
答
し
た
病
院
の
う
ち
、
22
年
度
に
利
用
し

た
病
院
は
85
・
０
％
で
、
こ
れ
は
当
機
構
が

実
施
し
た
「
病
院
経
営
動
向
調
査
（
23
年
12

月
実
施
）」
で
「
22
年
度
に
利
用
し
た
」
と

回
答
し
た
病
院
の
全
国
平
均
が
65
・
６
％
だ

っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
都
内
の
病
院
は

利
用
率
が
高
い
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

職
種
別
常
勤
職
員
の
利
用
状
況
は
、
看
護

師
が
60
・
５
％
、
看
護
補
助
者
が
29
・
４
％
、

医
師
が
24
・
４
％
、
薬
剤
師
が
18
・
５
％
な

ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。
平
均
手
数
料
は
医
師

が
３
３
５
・
９
万
円
と
最
も
高
く
、
平
均
手

数
料
設
定
は
Ｐ
Ｓ
Ｗ
の
13
・
８
％
を
除
く
と

ほ
と
ん
ど
の
職
種
が
年
収
の
20
％
前
後
で
設

定
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

看
護
補
助
者
は
介
護
職
が
担
っ
て
い
る
こ

と
が
多
い
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
介
護
職
員
の

人
材
確
保
に
つ
い
て
は
当
機
構
の
別
調
査
で

も「
人
材
が
不
足
し
て
い
る
」「
確
保
が
困
難
」

と
い
っ
た
回
答
の
割
合
が
年
々
増
え
て
い
ま

す
。
加
え
て
、
介
護
報
酬
で
は
処
遇
改
善
に

向
け
た
加
算
が
用
意
さ
れ
て
お
り
、
介
護
に

特
化
し
た
施
設
に
つ
い
て
は
処
遇
改
善
を
進

め
ら
れ
る
一
方
、
医
療
施
設
で
看
護
補
助
者

と
し
て
採
用
し
た
場
合
に
は
、
他
職
種
と
の

バ
ラ
ン
ス
な
ど
で
算
定
で
き
な
い
と
い
っ
た

ケ
ー
ス
も
う
か
が
っ
て
お
り
、
そ
う
い
っ
た

面
で
も
苦
慮
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
下
に
お
け
る

東
京
都
内
病
院
の
運
営
状
況

〜
人
材
紹
介
会
社
の
紹
介
手
数
料
の
状
況
も
含
め
て
〜

％
、
保
証
期
間
・
返
戻
保
証
率
に
つ
い
て
の

「
や
や
不
満
」「
と
て
も
不
満
」
は
計
80
・
８

％
に
達
し
ま
し
た
。
人
材
紹
介
会
社
を
選
ぶ

う
え
で
最
も
重
視
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、「
紹

介
さ
れ
る
人
材
の
質
」
が
53
・
３
％
、「
紹

介
手
数
料
」
が
25
・７
％
、「
紹
介
の
迅
速
さ
」

が
13
・
３
％
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
紹

介
手
数
料
の
重
要
性
は
高
く
、
需
要
側
と
供

給
側
の
双
方
が
適
切
と
感
じ
る
紹
介
手
数
料

の
水
準
に
す
る
こ
と
は
、
優
先
度
の
高
い
取

り
組
み
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

今
後
の
人
材
紹
介
会
社
の
利
用
予
定
を
確

認
し
た
と
こ
ろ
、「
必
要
が
あ
れ
ば
利
用
し

た
い
」
と
の
回
答
が
61
・５
％
で
し
た
が
、「
あ

ま
り
利
用
し
た
く
な
い
」
が
27
・
４
％
、「
利

用
し
た
く
な
い
」
も
４
・
３
％
で
し
た
。

　

人
材
紹
介
会
社
に
つ
い
て
は
、
東
京
都
は

地
方
に
比
べ
、
あ
る
程
度
、
選
択
肢
が
多
く

あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
ど
の
紹
介
会
社
を
選

択
す
る
か
、
利
用
す
る
側
の
視
点
を
も
っ
て

で
は
全
体
的
に
減
少
し
た
と
の
回
答
が
や
や

多
く
、
ガ
ス
料
金
で
は
減
少
し
た
と
の
回
答

が
多
く
を
占
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
い
ず
れ

も
電
気
・
ガ
ス
価
格
激
変
緩
和
対
策
事
業
の

影
響
が
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
同
事
業
は
24
年

５
月
分
で
終
了
し
た
こ
と
か
ら
、
今
後
、
増

加
に
転
ず
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
赤
字
病
院
の
割
合
が

23
年
度
上
期
、
49
・
２
％

　　

21
年
度
上
半
期
か
ら
23
年
度
上
半
期
ま
で

の
経
営
状
況
に
つ
い
て
も
調
査
し
て
い
ま

す
。
特
に
注
視
す
べ
き
状
況
と
し
て
、
赤
字

病
院
の
割
合
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
回
答
全
体

で
23
年
度
上
半
期
が
49
・
２
％
で
、
21
年
度

上
半
期
よ
り
も
20
ポ
イ
ン
ト
以
上
上
昇
し
て

お
り
、
す
べ
て
の
病
院
類
型
で
悪
化
傾
向
に

あ
り
ま
す
。
特
に
一
般
病
院
は
赤
字
割
合
が

51
・
６
％
と
半
数
以
上
が
赤
字
で
あ
り
、
厳

し
い
経
営
状
況
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え

ま
す
。
一
因
と
し
て
、
物
価
高
騰
な
ど
の
費

用
面
の
圧
迫
や
、
コ
ロ
ナ
関
連
補
助
金
の
縮

小
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

１ パスワードの役割と危険性
　パスワードは、私たちがインターネットサービ
ス等を利用する際、正当な利用者であることを証
明する「鍵」のような存在です。様々なオンライン
サービスを利用するために欠かせない機能です
が、パスワード管理に不備があると、私たちが利
用するサービスや職場のシステムが、サイバー攻
撃者から不正にアクセスされる原因になります。
　文字を一文字ずつ入れ替えて全てのパターンを
試してくる「総当たり攻撃」、頻繁に使われる語句
を片っ端から入力する「辞書攻撃」、過去に漏洩
したパスワードリストを悪用する「リスト型攻撃」
など、様々な攻撃手法が存在しており、その脅威
は高まっています。

２ パスワードの安全性を高めるために
　パスワードの安全を確保するには、パスワード
そのものを強化する方法と、パスワード管理を改
善する方法があります。
　パスワードそのものを強化する場合は、パスワ

   定期コラム

サイバーセキュリティ対策最新報告
第８回「パスワード管理の重要性」

ードに使用する文字列の種類と桁数が重要です。
文字だけでなく数字や記号も組み合わせた、可能
な限り長く複雑なパスワードを設定することで安
全性は向上します。十分に長いパスワードであれ
ば、たとえ攻撃者が高性能なパソコンを使用して
も、短時間で解析することは困難です。
　パスワード管理を改善する要点は、「漏えいの
防止」です。特に、同一パスワードの「使い回し」
や、他人との「共有」は避けましょう。
　複数のサービスで同じ組み合わせのIDとパスワ
ードを設定した場合、それが漏えいしてしまうと、
他のサービスでも攻撃者がログイン可能になって
しまいます。万一の場合でも被害を最小化できる
ように、パスワードはサービスごとに個別に設定
することが重要です。
　複数人で同一パスワードを共有することは、さ
らに危険です。過去に発生した大規模医療機関を
標的としたサイバー攻撃において、被害発生の原
因のひとつが、「病院内で使用していたサーバー
や端末のパスワードが全て共通だった」という事
例があります。パスワードの共有はシステム全体

のセキュリティを低下させ、サイバー攻撃による
被害を拡大させる大きな要因となります。

３ 多要素認証の活用
　パスワードの安全性を高めるために、多要素認
証の活用も有効です。これはパスワードの設定
に、①指紋、顔などの生体認証、②スマートフォ
ン、USBキーなどの所持品認証、③パスワードな
どの知識認証を複数組み合わせることでセキュリ
ティを向上させる手法で、様々なサービスで利用
が進んでいます。特に生体情報は攻撃者にとって
複製や窃取が難しいものであり、セキュリティ強
化が期待できます。

４ おわりに
　近年、サイバー攻撃は増加しており、日本の医
療機関もその標的となっています。多くのサービ
スがオンラインで提供される情報化社会におい
て、パスワード管理はセキュリティ対策の第一歩
です。適切な管理を通じて、サイバー攻撃の被害
防止に努めてください。

警視庁サイバーセキュリティ対策本部対策第二担当
☎03-3581-4321（内線7861－2231から2235)
午前9時～午後5時

心
に
メ
モ
を
と
っ
て
い
た
。

　

最
後
に
、
東
京
都
病
院
協
会
事
務
管
理
部

会
が
運
営
し
、
日
々
の
業
務
に
関
し
て
さ
ま

ざ
ま
な
相
談
を
受
け
付
け
る
グ
ル
ー
プ
チ
ャ

ッ
ト
「
Ｍ
Ｃ
Ｓ
」
に
つ
い
て
事
務
局
が
説
明

し
、
積
極
的
な
登
録
・
参
加
を
呼
び
か
け
た
。

医
療
事
務
担
当
者
会
は
今
後
も
定
期
的
に
開

催
を
予
定
し
て
い
る
。

　

冒
頭
、
事
務
管
理
部
会
長
を
務
め
る
医
療

法
人
社
団
永
生
会
法
人
本
部
の
田
野
倉
浩
治

本
部
長
が
「
以
前
は
３
、
４
カ
月
に
１
回
ほ

ど
の
頻
度
で
開
催
し
て
い
た
当
会
を
再
び
開

催
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
診
療
報
酬

改
定
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
と
こ
ろ
か
ら

情
報
が
発
出
さ
れ
、
一
人
で
は
対
応
に
苦
慮

す
る
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
横
の
つ
な

が
り
を
つ
く
り
、
知
見
を
共
有
す
る
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
ぜ
ひ
構
築
し
て
く
だ
さ
い
」
と
あ

い
さ
つ
し
た
。

　

続
い
て
、
参
加
し
た
各
病
院
の
担
当
者
に

よ
る
自
己
紹
介
や
近
況
報
告
、
意
見
交
換
が

行
わ
れ
た
。
今
回
の
診
療
報
酬
改
定
で
新
設

さ
れ
た
地
域
包
括
医
療
病
棟
へ
の
切
り
替
え

を
検
討
し
て
い
る
こ
と
や
、
各
病
棟
で
定
期

的
に
開
く
会
議
に
医
事
課
職
員
も
出
席
し
、

施
設
基
準
な
ど
の
把
握
に
努
め
て
い
る
取
り

組
み
な
ど
が
報
告
さ
れ
た
。
人
材
確
保
に
苦

労
し
て
い
る
こ
と
や
、
思
う
よ
う
に
D
Ｘ
が

進
ま
な
い
な
ど
、
率
直
な
胸
の
内
を
明
か
す

担
当
者
も
い
た
。

　

こ
の
後
、
診
療
報
酬
改
定
に
関
す
る
質
疑

応
答
、
情
報
交
換
が
行
わ
れ
、
担
当
者
は
熱

　

ま
た
当
機
構
が
７
月
９
日
に
公
表
し
た

「
病
院
経
営
動
向
調
査
（
24
年
6
月
実
施
）」

に
よ
る
と
、
23
年
度
に
お
け
る
全
国
の
一
般

病
院
の
赤
字
病
院
割
合
は
39
・
８
％
で
し
た
。

当
該
調
査
の
回
答
病
院
数
が
１
１
８
施
設
で

あ
る
こ
と
や
時
点
を
踏
ま
え
る
と
同
列
で
比

較
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
東

京
都
に
所
在
す
る
病
院
の
経
営
状
況
の
厳
し

さ
が
顕
著
で
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

23
年
度
の
経
営
見
通
し
に
つ
い
て
も
「
増

収
増
益
」
と
回
答
し
た
割
合
は
全
体
で
16
・

３
％
に
と
ど
ま
っ
た
一
方
、「
減
収
減
益
」

と
回
答
し
た
割
合
は
51
・
９
％
と
過
半
を
示

し
ま
し
た
。
背
景
と
し
て
は
、
病
床
確
保
料

や
診
療
報
酬
の
特
例
が
見
直
さ
れ
た
こ
と
や

物
価
高
騰
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
あ
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

※

　

大
変
ご
多
忙
な
状
況
の
な
か
、
調
査
に
ご

協
力
い
た
だ
い
た
病
院
の
皆
様
の
お
か
げ
で

本
報
告
書
を
取
り
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

東
京
都
病
院
協
会
の
医
療
事
務
担
当
者
会
が
5
月
17
日
、
東
京
都
医
師
会
館
で
25
病

院
の
担
当
者
ら
が
出
席
し
て
開
か
れ
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に

よ
る
中
断
を
は
さ
み
、
久
々
の
開
催
。
日
々
の
病
院
運
営
な
ど
に
つ
い
て
活
発
に
意

見
が
交
わ
さ
れ
た
ほ
か
、
２
０
２
４
年
度
診
療
報
酬
改
定
に
つ
い
て
情
報
交
換
し
た
。

医
療
事
務
担
当
者
会
で

活
発
な
意
見
・
情
報
交
換

活
動
レ
ポ
ー
ト

案
内
の
詳
細
は

こ
ち
ら
の

Q
R
コ
ー
ド
か
ら
！

運
営
ル
ー
ル
詳
細
は

こ
ち
ら
の

Q
R
コ
ー
ド
か
ら
！

非公開SNS「日々の業務に関する質問」
グループのご案内

会員病院の皆様からのご質問に、事務管理部会役員が
回答いたします。ご参加希望の方は、下記QRコードの案
内文、運用ルールをご確認のうえ、お申し込みください。
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